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本
書
の
企
画
が
立
て
ら
れ
た
の
は
も
う
八
年
も
前
の
こ
と
に
な
る
。
刊
行
ま
で
に
そ
れ
だ
け
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
、

要
す
る
に
筆
者
の
怠
惰
に
よ
る
も
の
で
、
ま
ず
、
辛
抱
強
く
待
っ
て
く
だ
さ
っ
た
世
界
思
想
社
編
集
部
の
久
保
民
夫
氏
に

感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
諦
め
る
か
忘
れ
る
か
し
て
当
然
の
頃
に
届
い
た
原
稿
に
、
氏
は
注
意
深
く
目
を
通

し
、
周
到
な
助
言
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

と
は
い
え
、

ア
エ
ネ
ー
ア
ー
ス
の
放
浪
よ
り
も
長
い
時
間
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
れ
な
り
に
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
思
え

る
こ
と
も
あ
る
。
第
一
は
、
企
画
が
立
っ
て
す
ぐ
に
、
た
ま
た
ま
一
年
間
、
ハ
ー
バ
ー
ド
で
自
由
に
研
究
で
き
る
機
会
が

与
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
の
古
典
学
部
は
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
口
承
伝
統
研
究
の
メ
ッ
カ
で
、
か
つ
て
ミ
ル
マ

ン
・
パ
リ
や
ア
ル
ビ
ン
・
ロ
ー
ド
と
い
っ
た
こ
の
方
面
で
は
知
ら
ぬ
者
の
な
い
研
究
者
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
口
誦
詩
を

録
音
し
た
ア
ル
ミ
盤
の
レ
コ
ー
ド
や
、
口
演
の
伴
奏
に
使
わ
れ
た
グ
ス
レ

(
g
u
s
l
e
)

と
い
う
二
弦
楽
器
の
実
物
を
見
る
だ

け
で
も
刺
激
に
な
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
経
験
は
、
他
方
で
、
自
分
の
力
量
不
足
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と

な
り
、
苦
労
の
始
ま
り
と
も
な
っ
た
。

第
一
―
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
つ
い
て
、
「
古
典
学
の
再
構
築
」
と
い
う
、
当
時
の
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
関
連
す
る
研
究
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。
怠
惰
な
人
間
に
は
強
制
的
に
成
果
報
告
を
求
め
ら

き

ゞ

あ

と

カ
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れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

第
三
は
、
キ
ケ
ロ
ー
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
、
セ
ネ
カ
な
ど
の
訳
業
に
従
事
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
古
典
の
テ
キ

ス
ト
は
い
つ
も
、
な
に
か
気
づ
か
ず
に
い
た
か
忘
れ
て
い
た
か
し
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
、
翻
訳
の
過

程
で
の
精
読
は
、
本
書
の
は
じ
め
に
記
し
た
「
人
間
は
す
べ
て
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
認
識
」
に
あ
ら
た
め
て

想
到
す
る
の
に
役
立
っ
た
。

第
四
は
、
本
書
の
と
く
に
第
II
部
の
主
要
部
分
を
京
都
大
学
文
学
部
の
学
生
に
授
業
で
講
じ
る
機
会
を
も
て
た
こ
と
で
、

自
分
の
考
え
に
対
す
る
好
意
的
あ
る
い
は
批
判
的
、
ま
た
思
い
が
け
な
い
反
応
を
得
た
こ
と
は
有
益
だ
っ
た
。

第
五
は
、
す
ぐ
目
の
前
に
酉
年
が
見
え
て
き
た
こ
と
で
、
冗
談
で
は
な
く
、
「
鳥
」
を
本
書
の
例
話
と
す
る
と
い
う
考

え
が
浮
か
ん
で
「
序
」
に
記
し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
へ
辿
り
着
か
な
け
れ
ば
、
今
ご
ろ
ま
だ
苦
吟
し
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
点
で
は
、
D
.
W. T
h
o
m
p
s
o
n
,
 A
 G
l
o
s
s
a
r
y
 o
f
 G
r
e
e
k
 Birds 
(
L
o
n
d
o
n
,
 1
9
3
6
)

と
い
う
本
に
対
し
て
、
特
別
の

感
謝
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
鳥
の
名
前
を
ギ
リ
シ
ア
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
項
目
と
し
て
挙
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
古
典
古
代
に
お
け
る
言
及
箇
所
を
網
羅
的
に
集
め
て
整
理
・
記
述
し
た
本
で
、
そ
の
恩
恵
は
計
り
知

れ
な
い
。

さ
て
、
本
書
で
の
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
原
典
か
ら
の
引
用
に
は
す
べ
て
拙
訳
を
用
い
た
。
古
注
は
言
う
に
及
ば
ず
、
未

邦
訳
の
作
品
も
い
く
つ
か
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
が
、
ミ
ュ
ー
ト
ス
が
他
へ
働
き
か
け
る

言
葉
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
を
日
本
語
に
置
き
換
え
る
の
に
他
人
の
訳
文
を
借
り
る
の
は
情
け
な
い
と
い
う
思
い
も
強

か
っ
た
。
と
は
い
え
、
結
果
を
と
も
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
自
信
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
加
え
て
、
部
分
的
な
引
用
だ

け
で
は
、
ど
う
し
て
も
文
脈
を
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
あ
た
り
を
補
う
た
め
に
も
、

ま
た
ル
ー
キ
ア
ー
ノ
ス
が
白
鳥
の
歌
と
琥
珀
を
求
め
て
エ
ー
リ
ダ
ノ
ス
川
を
遡
っ
た
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
学
ぶ
に
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二
0
0五
年
秋

[
邦
訳
書
一
覧
]

ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
、
松
平
千
秋
・
久
保
正
彰
・
岡
道
男
組
『
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
全
集
』
（
全
一
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

O
I九
三
年
）

第
一
・
―
―

.
-
0巻
所
収
。

ア
イ
リ
ア
ノ
ス
『
ギ
リ
シ
ア
奇
談
集
』
、
松
平
千
秋
・
中
務
哲
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
九
年
。

ア
テ
ナ
イ
オ
ス
『
食
卓
の
賢
人
た
ち
』
全
五
冊
、
柳
沼
重
剛
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
七
ー
―

1
0
0四
年
。

ア
ポ
ロ
ド
ー
ロ
ス
「
ギ
リ
シ
ア
神
話
」
、
高
津
春
繁
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
三
年
。

ア
ポ
ロ
ニ
オ
ス
『
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
テ
ィ
ヵ
ー
ア
ル
ゴ
船
物
語
』
、
岡
道
男
訳
、
講
談
社
文
芸
文
庫
、
一
九
九
七
年
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
詩
学
・
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
詩
論
J、
松
本
仁
助
•
岡
道
男
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
年
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
『
動
物
誌
』
全
二
冊
、
島
崎
三
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
八
・
九
九
年
。

ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
、
古
向
津
春
繁
・
呉
茂
一
他
訳
『
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
全
集
』
（
全
二
巻
、
人
文
書
院
、
一
九
六
一
年
）
所
収
。
※
現
在
、

岩
波
書
店
よ
り
『
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
全
集
」
の
刊
行
準
備
中
。

ァ
ン
ト
ー
ニ
ー
ヌ
ス
・
リ
ー
ベ
ラ
ー
リ
ス
『
変
身
物
語
集
』
（
仮
題
）
、
安
村
典
子
訳
、
講
談
社
文
芸
文
庫
（
近
刊
予
定
）
。

イ
ソ
ッ
プ
「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
』
、
中
務
哲
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
九
年
。

ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
j

、
岡
道
男
・
高
橋
宏
幸
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二

0
0
1
年。

＊
 

＊
 

著

者

は
ま
ず
原
典
に
接
し
て
自
分
で
確
か
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
本
書
に
引
い
た
原
典
の
邦
訳
書
を
左

に
掲
げ
て
文
献
表
に
代
え
た
い
と
思
う
（
固
有
名
詞
や
題
名
が
本
書
で
の
表
記
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
訳
書
の
表
記

に
従
っ
て
記
す
）
。
次
の
段
階
は
お
そ
ら
く
、
い
わ
ゆ
る
二
次
文
献
を
読
む
こ
と
で
は
な
く
、
原
典
を
原
語
で
理
解
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
が
数
多
く
現
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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一
九
九

O
I九
三

一
九
九

0
ー
九
三
年
）

一
九
八
四
ー
九
四
年
。

ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
「
牧
歌
／
農
耕
詩
』
、
小
川
正
廣
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
―

1
0
0
四
年
。

ェ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
、
松
平
千
秋
・
久
保
正
彰
・
岡
道
男
編
『
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
全
集
』
（
全
一
三
巻
、
岩
波
書
店
、

年
）
第
五
—
九
．
―
二
巻
所
収
。

オ
ウ
イ
デ
ィ
ウ
ス
「
名
婦
の
書
簡
」
、
松
本
克
己
訳
、
「
世
界
名
詩
集
大
成
1

古
代
・
中
世
』
（
平
凡
社
、
一
九
六

0
年
）
所
収
。

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
変
身
物
語
」
全
二
冊
、
中
村
善
也
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
一
・
八
四
年
。

オ
ウ
イ
デ
ィ
ウ
ス
『
祭
暦
」
、
高
橋
宏
幸
訳
、
国
文
社
、
一
九
九
四
年
。

カ
ト
ウ
ル
ス
、
中
山
恒
夫
訳
編
「
ロ
ー
マ
恋
愛
詩
人
集
」
（
国
文
社
、
一
九
八
五
年
）
所
収
。

カ
リ
マ
コ
ス
『
讃
歌
」
、
松
平
千
秋
訳
、
『
世
界
名
詩
集
大
成
1

古
代
・
中
世
』
（
平
凡
社
、
一
九
六

0
年
）
所
収
。

キ
ケ
ロ
ー
『
キ
ケ
ロ
ー
選
集
」
全
一
六
巻
、
岡
道
男
・
片
山
英
男
・
久
保
正
彰
・
中
務
哲
郎
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
ー
ニ

0
0

二
年
。

キ
ケ
ロ
ー
『
キ
ケ
ロ
ー
弁
論
集
」
、
小
川
正
廣
・
谷
栄
一
郎
ふ
山
沢
孝
至
訳
、
岩
波
文
庫
、
二

0
0
五
年
。

ク
イ
ン
ト
ゥ
ス
『
ト
ロ
イ
ア
戦
記
」
、
松
田
治
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二

0
0
0年。

ク
セ
ノ
パ
ネ
ス
、
内
山
勝
利
編
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
哲
学
者
断
片
集
』
（
全
五
冊
別
冊
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
ー
九
八
年
）
第
ー

分
冊
所
収
。

ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
『
饗
宴
」
、
村
治
能
就
訳
、
『
世
界
人
生
論
全
集
ー
」
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年
）
所
収
。

ク
セ
ノ
フ
ォ
ー
ン
「
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
の
思
い
出
』
、
佐
々
木
理
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
四
年
（
改
版
）
。

ク
セ
ノ
ポ
ン
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
言
行
録
」
、
内
山
勝
利
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
（
近
刊
予
定
）
。

ス
ト
ラ
ボ
ン
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
世
界
地
誌
」
全
二
冊
、
飯
尾
都
人
訳
、
龍
漢
書
舎
、
一
九
九
四
年
。

セ
ネ
カ
『
セ
ネ
カ
悲
劇
集
』
全
二
冊
、
大
西
英
文
他
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
七
年
。

ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
、
松
平
千
秋
・
久
保
正
彰
•
岡
道
男
編
『
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
全
集
』
（
全
一
三
巻
、
岩
波
害
店
、

第
三
•
四
．
―
一
巻
所
収
。

タ
キ
ト
ゥ
ス
「
年
代
記
』
全
二
冊
、
国
原
吉
之
助
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
一
年
。

デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
『
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
列
伝
』
全
三
冊
、
加
来
彰
俊
訳
、
岩
波
文
庫
、

デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
『
神
代
地
誌
』
、
飯
尾
都
人
訳
編
、
龍
漢
書
舎
、
一
九
九
九
年
。
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一
九
九
七
年
。

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
『
ギ
リ
シ
ア
記
」
全
二
冊
、
飯
尾
都
人
訳
編
、
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
一
年
。

ヒ
ュ
ギ
ー
ヌ
ス
「
ギ
リ
シ
ャ
神
話
集
」
、
松
田
治
•
青
山
照
男
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
―1
0
0
五
年
。

ピ
ン
ダ
ロ
ス
『
祝
勝
歌
集
／
断
片
選
』
、
内
田
次
信
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
―

1
0
0
一
年
。

プ
ラ
ウ
ト
ゥ
ス
『
ロ
ー
マ
喜
劇
集
」
全
四
冊
、
木
村
健
治
他
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二

0
0
0
|
0
―一年。

プ
ラ
ト
ン
『
プ
ラ
ト
ン
全
集
」
全
一
六
巻
別
巻
一
、
田
中
美
知
太
郎
・
藤
沢
令
夫
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
ー
七
八
年
。

プ
リ
ニ
ウ
ス
『
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
博
物
誌
』
全
三
冊
、
中
野
定
雄
・
中
野
里
見
・
中
野
美
代
訳
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
。

プ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
『
プ
ル
タ
ー
ク
英
雄
伝
」
全
―
―
一
冊
、
河
野
与
一
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
―
―
ー
五
六
年
。

プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
モ
ラ
リ
ア
」
全
一
四
冊
（
既
刊
五
冊
）
、
戸
塚
七
郎
他
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
七
年
ー
。

プ
ロ
ク
ロ
ス
「
叙
事
詩
の
環
の
詩
の
梗
概
」
、
岡
道
男
『
ホ
メ
ロ
ス
に
お
け
る
伝
統
の
継
承
と
創
造
』
（
創
文
社
、
一
九
八
八
年
）
所
収
。

プ
ロ
ペ
ル
テ
ィ
ウ
ス
、
中
山
恒
夫
訳
編
『
ロ
ー
マ
恋
愛
詩
人
集
」
（
国
文
社
、
一
九
八
五
年
）
所
収
。

ヘ
シ
オ
ド
ス
「
神
統
記
』
、
広
川
洋
一
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
年
。

ヘ
ー
シ
オ
ド
ス
『
仕
事
と
日
」
、
松
平
千
秋
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
。

ペ
レ
キ
ュ
ー
デ
ー
ス
、
内
山
勝
利
編
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
哲
学
者
断
片
集
」
（
全
五
冊
別
冊
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
ー
九
八
年
）

第

I
分
冊
所
収
。

ヘ
ロ
ド
ト
ス
「
歴
史
」
全
―
二
冊
、
松
平
千
秋
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
一
ー
七
―
一
年
。

ホ
メ
ロ
ス
「
イ
リ
ア
ス
j

全
二
冊
、
松
平
千
秋
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
―
一
年
（
下
巻
に
伝
ヘ
ロ
ド
ト
ス
「
ホ
メ
ロ
ス
伝
」
を
収

録）。

ホ
メ
ロ
ス
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
全
二
冊
、
松
平
千
秋
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年

『
四
つ
の
ギ
リ
シ
ャ
神
話
ー
『
ホ
メ
ー
ロ
ス
讃
歌
』
よ
り
」
、
逸
身
喜
一
郎
・
片
山
英
男
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
。

『
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
諸
神
讃
歌
]
‘
沓
掛
良
彦
訳
、
平
凡
社
、
一
九
九

0
年
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
―

0
0
四
年
）
。

ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
詩
学
・
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
詩
論
』
、
松
本
仁
助
・
岡
道
男
訳
、
岩
波
文
庫
、

ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
「
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
全
集
」
、
鈴
木
一
郎
訳
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
―

1
0
0
一
年
。

ル
キ
ア
ー
ノ
ス
『
神
々
の
対
話
他
六
篇
」
、
呉
茂
一
・
山
田
潤
二
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
三
年
。

ル
キ
ア
ノ
ス
『
ル
キ
ア
ノ
ス
選
集
」
、
内
田
次
信
訳
、
国
文
社
、
一
九
九
九
年
。
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